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立山黒部ジオパークにおける科学と美術の交流

The Exchange of Science and Art in Tateyama Kurobe Geopark
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　黒部市は2014年に日本ジオパークネットワークに加盟した立山黒部ジオパークを構成する自治体であ

り、地球科学の普及・振興だけでなく、地球科学や自然地理学的な知見を背景に、文化や産業の振興施策を

行っている。 

　黒部市美術館は、2014年より、地元をテーマとした作品の展覧会を行うことによって地域住民が新たな視

点で地元を見つめなおすことを目的とした展覧会を行っている。 

 

　講演では2016年から黒部市美術館が美術作家を黒部市に招聘してリサーチを行い、そこから得られたイン

スピレーションで美術作家が制作した作品の展覧会ついて報告する。 

　2016年「下道基之展　風景に耳を澄ますこと」　《石》をテーマとした新作。美術作家の下道が黒部の自

然環境を背景とした、人々が無意識に行っている「ものに様々な価値を与える」という創造的行為を見出

し、写真と礫石器によるインスタレーションを行った。 

　2017年「佐々木愛展　風景と物語のあいだに」　《風景・記憶・物語》をテーマとした展覧会。リサーチ

によって作家が認識した地質学的な事象や、風景に近づくために、物語に記憶されている様々な風景を手掛か

りに絵画や彫刻などの作品群が作成された。 

 

　2018年「河口龍夫展　ちノこうや」（仮称）黒部市と周辺自治体の大地のリサーチによって得られたイン

スピレーションをもとに作品と大地を呼応させる仕掛けを作り出す展覧会となる予定。 

 

　美術作家は、事象をとらえ、独自の認識によって新たなschemaを創造して作品（群）を構築し、美術学芸

員はそれらを体系的に構成して提示し、社会に新たな概念を提唱する。地球科学の学芸員は、美術作家に対し

てインスピレーションの源泉となる岩石学的・地球史的な視点を提示し、作品を生み出す一助となることがで

きる。こうして、科学的背景を持った作品群が生み出されることによって、社会に新たな角度から地球科学を

認識させることができよう。
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